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No.5 

提出印  

3 年 ２ 席 ２ 組 

 (6) 流星群 = 多数の流星が流れる時期 

 

 

 

 

                          横切るときに流星群が生じる 

 

 

                                         放射点 

 

 

 

 

  ① 例  ペルセウス座流星群（8 月ごろ） 

       ふたご座流星群  （１２月ごろ） 

  ② 流星雨 ＝ ZHR1000 以上の大出現 

  ・例 2001年 しし座流星雨 

  ・流星雨の予想は非常に困難。 

・1972 年 10月 9 日東京天文台「流星が空を覆いつくす」→全く出現せず→「星占いは苦手か、天文台」 

   ＊松任谷由実「ジャコビニ彗星の日」小さなオペラグラスじっとのぞいたけど 月をすべる雲と柿の木揺れてただけ 72 年 10 月 9日~♪ 

 

  ③ 古い流星群は、流星物質が宇宙に広がり、放射点を持たない＝散在流星 

 

 (7) 隕石 ＝ 燃えつきず、地球に落下したもの 

  ① クレーターを形成 

  ② 石質隕石、鉄隕石、石鉄隕石の三種 

  ③ ウィドマンシュテッテン構造 ＝ 鉄隕石特有の構造（人工的に作れない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

１編 私たちの宇宙の進化 

９ 太陽 ＝ 最も近い恒星 

 (1) 太陽の表面 

  ① 光球 ＝ 太陽の表面 5500℃ 

   ・ 表面には粒状斑とよばれる網目構造 

    → 対流によって生じる 

 

 

 

   ・ 周辺減光 ＝ 光球周辺の暗い部分 

  ② 黒点 ＝ 光球に見らる暗い部分 

   ・ 温度が低い→暗い 

   ・ 磁場が強い 

  ③ 白斑 ＝ 明るい斑点状の部分 

 

 (2) 太陽の周辺 

  ※ よく観察できるのは皆既日食の時 

   → 太陽が月に隠される現象 

 

  ① コロナ ＝ 100万℃以上のガス 

  ② 彩層 ＝ 光球外側の赤い層 

  ③ プロミネンス(紅炎) ＝ 赤い炎のような  

    突起 

 

 (3) 太陽のスペクトル 

        → 光を波長で分けたもの 例. 蛍光灯のスペクトル 

  ① 太陽光は連続スペクトルだが、いくつかの  

    波長は欠損している（吸収線）  

 波長 

  ② フラウンホーファー線 ＝ 太陽の吸収線 線スペクトル 

 

  ③ 吸収されている波長から、星に含まれる元素が分かる 

 

  炎色反応 吸収線  

 

 

 

 

ペルセウス座流星群 

 

ふたご座流星群 
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